
 

 

 

 

     

「修了式 式辞 6 年生へ」          

                          校長 秋馬 信之 

 

6 年生の皆さん、前期課程修了おめでとうございます。 

さて、皆さんと出会って間もなく 1年が経とうとしています。この 1年間、皆さんの生

活を見て感心したことがあります。それは、前期課程の最上級生として、台っ子清掃や台

っ子遊びなどの縦割り活動において、下級生の面倒をよくみてくれたことです。特に感心

したことは、掃除です。下級生にほうきの掃き方の見本を示したり、雑巾がけでは膝をつ

いてしっかりと床拭きをしたりしている姿です。本当によく頑張ってくれました。ありが

とうございます。そんな皆さんに、後期課程に向けて大切にしてほしいことを伝えたいと

思います。 

2 月 29 日に行われた授業参観で、皆さんは後期課程に向けての決意を発表しました。 

すべての人の決意を聞くことはできませんでしたが、今ここに皆さんが書いてくれた作

文があります。私は、皆さんが書いた作文をすべて読みました。皆さんのやる気を感じ、

とっても嬉しい気持ちになりました。授業参観当日、恥ずかしくて小さな声で発表した人

もいましたが、ここにある決意は本物です。しっかりとした字で書かれています。 

ある人の決意文を読みます。 

「僕はあきらめない後期課程の生徒になりたいです。理由は、僕は今まではできなかった

ら、すぐにあきらめてやめてしまったからです。だけど、あきらめないで最後までやるこ

とを意識したら、今まで出来なかったことが出来るようになるかもしれないと思うからで

す。だから、後期課程では、意識してあきらめる癖を直していきたいです」。 

どうでしょうか・・・。 

6 年生諸君・・、人に対する優しさや思いやりはもちろん大切ですが、彼が決意で述べて

いるように「物事をあきらめないで最後までやること」を日頃から意識し、後期課程では

「やり抜く力」を、しっかりと身に付けてください。物事を途中で諦めず、試行錯誤して

頑張れば、今までできなかったことができるようになる。必ず、できるようになる。皆さ

んの気持ちや考え方次第で、自分の可能性を最大限に引き出すことができます。 

4 月 8 日、入学式並びに進級式があります。先生方は、皆さんのやる気にスイッチを入

れます。皆さんの活躍の場を増やし、皆さんの可能性を伸ばします。未来に向け、新たな

気持ちで、５５段の階段を上ってきてください。 

保護者の皆様におかれましては、本日は大変お忙しい中、前期課程修了証書授与式に出

席していただきありがとうございます。今日は一つの節目の日となります。お子様とこれ

までの歩みを振り返るとともに、後期課程に向け、これから頑張りたいことなどを語り合

っていただければと思います。 

今後も我々教職員一同、子供たちへの深い愛情をもって、子供たちの可能性を伸ばし、

未来に向けて羽ばたいていくための力をつけてまいりますので、今後とも、御支援・御協

力をよろしくお願い申し上げます。 

 

今年度のキーワード「対話・創造・挑戦」 

学校教育目標 

○自立  かんがえる子・じょうぶな子 

○創造  かんどうする子 

○共生 なかよくする子 

だ い の 風  
日高市立武蔵台小中学校 
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〇卓球部 入間西部地区冬季強化大会兼学総体シード決め大会 女子シングルス優勝 ８－１ S・Aさん  

準優勝８－１ I・Y  3位 ８－１ H・Yさん 3位 ８－１ M・Mさん 

〇埼玉県教育委員会学業優良児童生徒表彰６－１ A・Mさん 

〇埼玉県教育委員会体育優良児童生徒表彰６－１ S・Kさん ６－１ M・Yさん 

〇日高市手作り凧揚げ大会 優秀賞 ２－１ H・Kさん 

〇日高市教育委員会児童生徒表彰 ４－２ U・Yさん ４－２ H・Tさん ４－２ S・Yさん 

                          ６－１ S・Kさん  ６－１ K・Tさん ８－１ N・Kさん 

  

 

                                                   

3月 8日（金）「ありがとうの会」～ 6年生と 9年生へ感謝の気持ちを込めて～ 

 
「ありがとうの会」では、これまでお世話になった 6年生と 9年生に向け、感謝の気持ちを伝える各学年の工夫を凝らした出し物や、

懐かしい写真のスライド上映を行いました。どの学年も涙と笑いのある心温まる出し物で、私は何度も、子どもたちの純粋な気持ち

に目頭が熱くなりました。また 1 年生が描いた 6 年生の似顔絵や 6 年生と 9 年生の教室への装飾など、全校で創り上げた素敵な「あ

りがとうの会」でした。心から感動しました。児童生徒の皆さん、心から「ありがとうございます」。 

 

 

3月１０日（日）彩の国 21世紀郷土かるた県大会  

市内予選を突破し、放課後、教室や公民館で練習を積み県大会に挑んだ子

どもたち。シーンと静まりかえった会場の中で読み手の声に耳を澄ませ、一

瞬にして札を取る素早さに息をのみました。感動しました！ 

【出場選手】<小学生の部> 6-1 O・Mさん 

6-1 K・Aさん 6-1 N・Nさん 6-1 S・Kさん 

4-1 K・Aさん 4-1 T・Aさん 4-2 M・Nさん  

4-1 T・Aさん 

<個人の部> 4-2 S・A さん 6-1 A・M さん 

制服が自由化となります 

おめでとうございます 台っ子頑張っています！ 

3月 11日（月）フレンド幼稚園の年長

園児さんが 1年生と交流しました 
自由とは「何でも好き勝手にやっていい」ということでは

ありません。自由は、みんなが安心して幸せに生活するため
に、みんなが規律を守り人に迷惑をかけないで生活すること
によってもたらされます。 

4 月から武蔵台小中学校後期課程は、埼玉県で初めての制
服自由化となり、制服を着用して登校してもいいし、私服で
登校しても構わない学校になります。「学校は学ぶところ」で
す。毎日の天気や学習内容、そして学校行事等に応じ「学ぶ
にふさわしい服装を考えること」に意義があるのです。 
武蔵台小中学校の学校教育目標は「自立」「創造」「共生」

です。制服自由化もこの目標の具現化の一つです。自分で考
え、自分を律して行動できる武蔵台小中学校の子どもたちだ
からこそ、制服を自由化にしたのです。 

 

交流会では、
もうすぐ 1 年
生になる年長
さんと、もうす
ぐ 2 年生にな
るお兄さんお
姉さんが一緒
に遊んだり勉
強をしたりし
て、楽しい時間
を過ごしてい
ました。 


